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市
議
30
人
も
決
ま
る 
初
代
市
長
に
中
山 

泰 

氏 

 

投票状況（市長選挙） 
 

 有権者数　   51,686人（男 24,507人、女 27,179人） 

　　　　　　 旧峰山町10,778人、旧大宮町8,645人、旧網野町12,754人 

　　　　　 （旧丹後町5,722人、旧弥栄町4,739人　旧久美浜町9,649人） 
 投票者数       44,057人（男 20,800人、女 23,257人） 

 　　　　　　旧峰山町9,248人、旧大宮町7,150人、旧網野町10,754人 

 　　　　　（旧丹後町4,911人、旧弥栄町4,044人　旧久美浜町7,950人） 
 投 票 率　　85.24%（男84.87%　女85.57%）　 

 　　　　　　旧峰山町86.76％、旧大宮町83.90％、旧網野町85.20％ 

 　　　　　（旧丹後町86.74％、旧弥栄町86.13％　旧久美浜町83.46％） 

　
京
丹
後
市
発
足
に
伴
う
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
（
定
数
三
十
人
）
が
、
五
月
九
日
告
示
、
十
六

日
投
開
票
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
市
長
選
挙
は
、
中
山
泰
氏
（
無
所
属
）
が
当
選
。
京

丹
後
市
初
代
市
長
に
、
ま
た
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で

は
、
三
十
人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
新
市
長
、
新
市
議
の
任
期
は
、
い
ず
れ
も
平
成
二
十

年
五
月
十
五
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。
投
票
率
は
い
ず

れ
も
八
五
・
二
四
％
で
し
た
。
 

京丹後市長選挙京丹後市長選挙 
京丹後市議会議員一般選挙京丹後市議会議員一般選挙 

京丹後市長選挙京丹後市長選挙 
京丹後市議会議員一般選挙京丹後市議会議員一般選挙 

京丹後市長選挙 
京丹後市議会議員一般選挙 

両
選
挙
と
も
激
し
い
選
挙
戦
　
投
票
率
は
85
・
24
％
 

今
回
の
選
挙
は
、
市
制
施
行
に
よ
り
選
挙
期
間

が
七
日
間
（
町
は
五
日
間
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
議
選
は
京
丹
後
市
を
一
つ
の
選
挙
区
と
す
る
大

選
挙
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
月
九
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
立
候
補
受
付
に
は
八
時
三
十
分
の
開
始
前
か

ら
多
く
の
立
候
補
者
が
つ
め
か
け
、
受
付
を
済
ま

せ
た
各
候
補
は
、
全
市
域
で
選
挙
カ
ー
や
街
頭
等

か
ら
声
を
か
ら
し
な
が
ら
懸
命
に
市
民
に
支
持
を

訴
え
ま
し
た
。
 

投
票
は
、
十
六
日
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
（
一

部
の
投
票
所
は
午
後
六
時
お
よ
び
午
後
七
時
ま
で
）
、

市
内
八
十
四
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
票
は
、
午
後
九
時
三
十
分
か
ら
峰
山
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た 

こ
の
一
票
に
願
い
を
込
め
て
　
　
　
　 

（
第
六
十
三
投
票
所
・
久
美
浜
公
会
堂
） 

今
回
の
市
長
選
に
は
、
三
人
が
立
候
補
し
、
中

山
泰
氏
（
無
所
属
）
が
一
万
八
千
票
余
り
を
獲
得
し
、

　
岡
六
右
衛
門
氏
（
無
所
属
）
、
石
井
内
海
氏
（
無

所
属
）
を
抑
え
初
当
選
。
京
丹
後
市
初
代
市
長
に

決
ま
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
議
選
に
は
定
数
三
十
人
に
対
し
て
五

十
一
人
が
立
候
補
す
る
と
い
う
激
し
い
選
挙
戦
に

な
り
ま
し
た
。
 

当
選
し
た
新
議
員
の
内
訳
は
、
前
町
議
二
十
六
人
、

新
人
四
人
で
、
党
派
別
で
は
無
所
属
二
十
五
人
、

日
本
共
産
党
三
人
、
公
明
党
二
人
。
ま
た
、
地
域

別
で
は
、
峰
山
四
人
、
大
宮
六
人
、
網
野
八
人
、

丹
後
二
人
、
弥
栄
四
人
、
久
美
浜
六
人
で
す
。
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開 票 果 結 
（得票順・敬称略） 

（あん分した票は切り捨てして掲載） 

当
日
は
、
終
日
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
新
市
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
と
い
う
こ
と

で
投
票
率
は
八
五
・
二
四
％
と
高
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
日
、
峰
山
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

た
開
票
は
、
多
く
の
市
民
が
見
守
る
な
か
、
午
後

九
時
三
十
分
か
ら
市
長
、
市
議
、
同
時
に
行
わ
れ
、

当
選
者
を
決
定
し
午
前
三
時
五
分
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
選
挙
か
ら
、
期
日
前
投
票
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

期
日
前
投
票
で
は
、
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
の
投
票
と
同
じ
よ
う
に
、

投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
不
在
者
投
票
の
よ

う
に
投
票
用
紙
を
内
封
筒
お
よ
び
外
封
筒
に
入
れ
、
外
封
筒
に
署
名
す

る
と
い
う
手
続
き
が
不
要
で
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
 

　５１人の立候補があった市議選。ポスター掲示板も長大に 

大型スクリーンを使っての開票速報（峰山中学校） 

◎市長選挙 
　中山　　　　泰（無所属）　18,800票 

　　岡　六右衛門（無所属）　17,703票 

　石井　　　内海（無所属）　  6,170票 

　無　　効　　　　　　　　　　　1,384票 

◎市議会議員一般選挙 
当　行待　　　実（無所属）1,569票 

当　森口　　　亨（無所属）1,375票 

当　松本　　経一（無所属）1,363票 

当　早川　　雅映（無所属）1,280票 

当　池田　　惠一（無所属）1,184票 

当　奥野　　重治（無所属）1,181票 

当　岡田　　　修（無所属）1,164票 

当　川浪　　将義（無所属）1,150票 

当　松本　　信之（無所属）1,128票 

当　大同　　　衛（無所属）1,114票 

当　原　　　　久（無所属）1,096票 

当　松本　　聖司（公明党）1.059票 

当　井谷　　實夫（無所属）1,026票 

当　野村　　重嘉（無所属）1,003票 

当　川村　　博茂（無所属）  968票 

当　池部　　皓三（公明党）  968票 

当　田茂井誠司郎（無所属）  956票 

当　松田　　成溪（日本共産党）  943票 

当　森　　　　勝（日本共産党）  926票 

当　　山　　充男（無所属）  915票 

当　谷口　　正博（無所属）  898票 

当　中西　　敏行（無所属）  891票 

当　石河　良一郎（無所属）  857票 

当　松尾　　信介（無所属）  848票 

当　平林　智江美（日本共産党）  845票 

当　吉浪　　芳郎（無所属）  832票 

当　小牧　　耕一（無所属）  823票 

当　　度　　　弘（無所属）  784票 

当　浅田　　武夫（無所属）  776票 

当　大下倉　禎介（無所属）  768票 

　　井上　　信幸（日本共産党）  766票 

　　三崎　　政直（無所属）  764票 

　　梅田　　武範（無所属）  752票 

　　末次　　　孝（無所属）  749票 

　　植垣　　齋紀（無所属）  735票 

　　　岡　　和信（無所属）  721票 

　　廣野　　勇夫（無所属）  682票 

　　足達　　昌久（無所属）  669票 

　　薮下　　　昇（無所属）  664票 

　　　岡　　正次（日本共産党）  662票 

　　田中　　邦生（日本共産党）  603票 

　　梅田　　　修（無所属）  588票 

　　羽賀　　義昌（無所属）  570票 

　　　川　　善麿（無所属）  557票 

　　田中　　淳美（無所属）  553票 

　　梅田　　弘明（無所属）  552票 

　　角田　　吉　（無所属）  497票 

　　藤田　　　太（無所属）  479票 

　　尾　　　　崇（無所属）  419票 

　　堀江　正一郎（無所属）  387票 

　　大下　　壽之（無所属）  179票 

　　無効　　　　　　　　　  813票 

期
日
前
投
票
に
三
、〇
九
五
人
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30人のみなさん 30人のみなさん 

行待　実　54歳 
無所属・無職 

弥栄町溝谷 

池田　惠一　53歳 
無所属・会社役員 

丹後町間人 

松本　信之　63歳 
無所属・農業 

峰山町久次 

井谷　實夫　60歳 
無所属・行政書士 

網野町木津 

森口　亨　35歳 
無所属・会社員 

久美浜町浦明 

奥野　重治　52歳 
無所属・会社員 

網野町浅茂川 

大同　衛　43歳 
無所属・建築業 

大宮町奥大野 

野村　重嘉　69歳 
無所属・農業 

久美浜町市場 

松本　経一　46歳 
無所属・織物業 

大宮町周枳 

岡田　修　48歳 
無所属・屋根工事業 

久美浜町小桑 

原　久　46歳 
無所属・医療事務員 

久美浜町 

川村博茂　51歳 
無所属・織物業 

大宮町周枳 

早川　雅映　41歳 
無所属・会社社長 

網野町浅茂川 

川浪　将義　60歳 
無所属・会社社長 

網野町網野 

松本　聖司　45歳 
公明党・無職 

峰山町新治 

池部　皓三　70歳 
公明党・無職 

峰山町安 

得票順 
氏名（敬称略）、年齢（5月16日現在）、所属、
職業、住所の順 
※掲載内容は、立候補届出時の資料等から掲載し 
　ています。 
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私たちの代表 私たちの代表 私たちの代表 新議員 新議員 

田茂井誠司郎　63歳 
無所属・青果物卸 

網野町小浜 

谷口　正博　57歳 
無所属　・織物業　 

久美浜町坂井 

平林　智江美　51歳 
日本共産党・団体役員 

弥栄町井辺 

浅田　武夫　61歳 
無所属・食料品販売 

丹後町間人 

松田　成溪　67歳 
日本共産党・農業 

久美浜町友重 

中西　敏行　55歳 
無所属・農業法人役員 

大宮町河辺 

吉浪　芳郎　58歳 
無所属・農業 

峰山町新町 

大下倉　禎介　72歳 
無所属・織物業 

弥栄町和田野 

森　勝　62歳 
日本共産党・団体役員 

網野町網野 

石河　良一郎　57歳 
無所属・織物業 

大宮町善王寺 

小牧　耕一　58歳 
無所属・会社役員 

大宮町口大野 

　山　充男　61歳 
無所属・農業 

網野町下岡 

松尾　信介　57歳 
無所属・燃料販売住設 

工事　網野町掛津 

　度　弘　68歳 
無所属・農業 

弥栄町黒部 
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プロ野球ウエスタンリーグ公式戦 プロ野球ウエスタンリーグ公式戦 

　
春
の
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
く
四
月
二
十

四
日
・
二
十
五
日
の
二
日
間
、
峰
山
球
場
（
峰

山
町
荒
山
）
で
恒
例
の
「
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス

タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
」
（
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー

グ
開
催
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
、
約

二
千
五
百
人
の
観
客
が
、
間
近
に
見
る
プ
ロ

の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
増
田
市

長
職
務
執
行
者
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

両
チ
ー
ム
の
監
督
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
後
、

平
井
貴
一
く
ん
（
河
辺
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
）
、

三
田
由
馬
く
ん
（
郷
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）
、

宗
村
佳
彦
く
ん
（
豊
栄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
の

始
球
式
で
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。 

　
試
合
は
、
初
回
に
い
き
な
り
二
本
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
が
飛
び
出
す
な
ど
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー

ド
あ
ふ
れ
る
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
球

ご
と
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
の
試
合
終
了
後
に
開
か
れ
た
、
サ
ー

パ
ス
神
戸
の
選
手
に
よ
る
「
少
年
野
球
教
室
」

に
は
、
市
内
の
十
七
チ
ー
ム
、
約
百
二
十
人

が
参
加
。
グ
ラ
ブ
さ
ば
き
や
打
撃
フ
ォ
ー
ム

等
を
あ
こ
が
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
直
接

指
導
を
受
け
、
緊
張
し
な
が
ら
も
目
を
輝
か

せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
少
年
野
球
指
導
者
講
習
会
」
も

今
年
初
め
て
開
か
れ
、
サ
ー
パ
ス
神
戸
の
ト

レ
ー
ナ
ー
と
選
手
か
ら
、
け
が
を
予
防
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
方
法
や
、
子
ど
も
た
ち

を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
の
コ
ツ
や
注
意
点

等
を
学
び
、
メ
モ
を
と
る
等
う
な
ず
き
な
が

ら
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

サーパス神戸ｖｓ中日ドラゴンズ サーパス神戸ｖｓ中日ドラゴンズ 

峰
山
球
場（
峰
山
町
荒
山
）が
完
成
し
た
平
成

八
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
プ
ロ
野
球
ウ

エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
」。 

九
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、「
サ
ー
パ
ス
神
戸

（
オ
リ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
）ｖ
ｓ
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
」
の
二
連
戦
が
野
球
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
ま
し
た
。 

２日目に始球式を行った（左から） 

　岩見晋悟くん（久美浜ジュニア） 

　高橋寿弥くん（新山少年野球クラブ） 

　堀江貴弘くん（黒部スターズ） 

子どもたちは、真剣な表情でサーパス神戸

の選手からのアドバスを受けていました 

パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
真
剣
勝

負
に
大
き
な
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た 

パワパワワーパワー
パワー
パワーパワー 

 
  と
と
とと 
 
  スピード
スピード
スピードスピード 

 
  に魅了
に魅了
に魅了に魅了 

 
  パワー パワー とと スピード に魅了 と パワーパワー

パワー
パワーパワー  

 
  とと
と
とと  
 
  ススピーピーードスピードスピード
スピード
スピードスピード  

 
  に魅了に魅了
に魅了
に魅了に魅了  

 
  スピード パワーパワー

パワー
パワー  

 
 とと
と
と  
 
 スピードスピード
スピード
スピード  

 
 に魅に魅了魅了に魅了に魅了
に魅了
に魅了  

 
 に魅了 パワー と スピード に魅了 パワー と スピード に魅了 
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五
月
三
日
、
和
・
話
・
輪
の
三
つ
の
『
わ
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
人
・
物
・
情
報
の
交
流
を
目
的
に
、
か
ぶ
と
山
公
園
、
浜
公

園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
「
か
ぶ
と
山
公
園
ま
つ
り
」
、
「
一
万
人
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
丹
後
、
但
馬
地
方
は
も
と
よ
り
京
阪
神
方
面
か
ら
も
行
楽
客
が
ど

っ
と
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
、
「
か
ぶ
と
山
公
園
ま
つ
り
」
に
五
千
人
、
「
一
万
人
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
二
万

人
と
二
会
場
合
計
で
二
万
五
千
人
を
超
す
人
出
と
な
り
、
久
美
浜
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
内
外
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

か
ぶ
と
山
公
園
ま
つ
り 

　
今
年
で
十
五
回
目
と
な
っ
た
「
か

ぶ
と
山
公
園
ま
つ
り
」
は
、
新
生

京
丹
後
市
の
す
ば
ら
し
い
「
う
み
・

さ
と
・
や
ま
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
。
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
「
久
美
の
浜
太
鼓
」
や

地
元
中
高
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
子
ど

も
広
場
で
は
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
競
争

や
子
ぶ
た
の
追
い
込
み
競
争
が
行

わ
れ
、
終
日
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

一
万
人
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

　
浜
公
園
で
行
わ
れ
た
「
一
万
人
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
は
、
丹
後
、
但
馬
地
方
は
も
と
よ
り
京

阪
神
方
面
か
ら
約
二
百
六
十
店
舗
が
出
店
。
衣
料

品
や
靴
を
は
じ
め
農
産
物
等
の
多
彩
な
商
品
が
ず

ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
お
気
に
入

り
の
商
品
を
見
つ
け
て
値
段
交
渉
を
す
る
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
南
風
が
強
く
、

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
会
場
に
は
出
店
者

の
威
勢
の
よ
い
売
り
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。 

子ども広場で行われたニジマスのつかみ取り。逃げる魚を懸命に 
捕まえる子どもたち 

ブースいっぱいに並べられた商品。「安いですよ～」と威勢のよい 
かけ声が終日、響いていました 

久美浜湾を眼下にお弁当を広げる来場者 

G 
W
中
の
行
楽
客

行
楽
客
ら
で
ら
で
に
ぎ
わ
う

に
ぎ
わ
う 

G 
W
中
の
行
楽
客

行
楽
客
ら
で
ら
で
に
ぎ
わ
う

に
ぎ
わ
う 

G 
W
中
の
行
楽
客
ら
で
に
ぎ
わ
う 

わ（
和
）わ（
話
）わ（
輪
）ま
つ
り 

わ（
和
）わ（
話
）わ（
輪
）ま
つ
り 

く
み
は
ま 

交
　
　
流 

を
超
す
人
出
と
な
り
、
久
美
浜
の

春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
内
外
か
ら

好
評
を
得
て
い
ま
す
。 
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受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章 

細
川
正
之
さ
ん
（
大
宮
町
森
本
）

細
川
正
之
さ
ん
（
大
宮
町
森
本
） 

旭
日
双
光
章 

細
川
正
之
さ
ん
（
大
宮
町
森
本
） 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

北
村
桃
江
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）

北
村
桃
江
さ
ん
（
網
野
町
網
野
） 

瑞
宝
双
光
章 

北
村
桃
江
さ
ん
（
網
野
町
網
野
） 

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章 

小
石
原

小
石
原
�
一
さ
ん
（
網
野
町
新
庄
）

一
さ
ん
（
網
野
町
新
庄
） 

旭
日
単
光
章 

小
石
原
�
一
さ
ん
（
網
野
町
新
庄
） 

　
細
川
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
か
ら
大
宮
町
森
林
組

合
の
副
組
合
長
理
事
を
務
め
ら
れ
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
か

ら
は
組
合
長
理
事
を
、
ま
た
平
成
七
年
に
旧
五
町
（
峰
山
・

大
宮
・
丹
後
・
弥
栄
・
久
美
浜
）
の
組
合
合
併
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
「
丹
後
地
区
森
林
組
合
」
に
お
い
て
も
副
組
合
長
理

事
・
代
表
理
事
組
合
長
を
歴
任
さ
れ
、
永
き
に
わ
た
り
地
域

森
林
の
保
全
と
農
林
業
の
振
興
に
ご
尽
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
低
率
で
あ
っ
た
人
工
林
率
の

改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
公
団
や
公
社
造
林
等
の
組

織
造
林
事
業
を
推
進
さ
れ
た
ほ
か
、
森
林
の
基
盤
整
備
や
環

境
整
備
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
丹
後
地
域
の
五
組
合
に
よ
り
合
併
協
議
が
進
め
ら

れ
る
中
に
お
い
て
は
、
常
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、

「
総
合
型
の
森
林
組
合
」
の
設
立
に
向
け
て
具
体
的
な
プ
ラ

ン
づ
く
り
と
調
整
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
等
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
細
川
さ
ん
は
「
思
い
が
け
な
い
受
章
で
、
喜
び
も
ひ
と
し

お
で
す
。
こ
れ
も

み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

細川　正之さん 

　
北
村
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
保
護
司
と
し
て
、
保
護
観
察
中
の
少
年
た
ち
の
相
談
に

乗
る
等
、
少
年
た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
成
長
す
る
支
え

に
な
り
、
罪
を
犯
し
た
多
く
の
人
々
を
更
生
へ
と
導
く
活
動

を
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
は
丹
後
地
区
保
護
司
会
理

事
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
は
同
会
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、

丹
後
地
域
の
保
護
司
の
先
導
的
役
割
も
担
う
等
、
常
に
保
護

観
察
官
と
協
力
し
て
、
保
護
観
察
や
環
境
調
整
、
そ
し
て
地

域
の
犯
罪
・
非
行
の
防
止
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
北
村
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
、
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰
（
平
成
三
年
）
、
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

（
平
成
十
一
年
）
、
法
務
大
臣
表
彰
（
平
成
十
四
年
）
等
を

数
々
受
章
さ
れ
る
等
、
保
護
司
と
し
て
常
に
献
身
的
に
ご
尽

力
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
讃
え
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
北
村
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
、
誠
に
恐
縮

し
て
い
ま
す
。
保
護
司
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に

や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
」
と
こ
れ
ま

で
の
思
い
出
と
と

も
に
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
小
石
原
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
か
ら
平
成
十
年
三

月
ま
で
の
二
十
六
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、
網
野
町
の
公

平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
職
員
に
関
す
る
制
度
等
に
つ
い
て

公
平
な
立
場
に
立
っ
て
審
議
さ
れ
、
人
事
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
在
職
中
は
、
職
員
の
給
与
実
態
や
勤
務
条
件
等
に
対
し
、

給
与
条
例
等
の
改
正
の
都
度
、
そ
の
趣
旨
・
内
容
を
研
究
さ

れ
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
等
、
常
に
公
平
委
員
と
し
て
の

見
識
高
揚
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
社
会

情
勢
に
応
え
る
た
め
の
機
構
改
革
や
職
制
の
見
直
し
を
行
う

際
に
は
、
行
政
機
関
と
職
務
、
職
責
を
明
確
に
し
、
常
に
公

平
委
員
会
に
諮
ら
れ
た
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
等
、
永
年

に
わ
た
り
職
務
に
精
励
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
小
石
原
さ
ん
は
、
「
ど
の
よ
う
な
役
を
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
も
、
い
つ
も
良
い
方
が
ま
わ
り
に
い
て
く
れ
、
助
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
章
も
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

北村　桃江さん 

　
二
〇
〇
四
年
春
の
叙
勲
で
、
細
川
正
之
さ
ん
（
大
宮
町
森
本
）
が
旭
日 

双
光
章
を
、
北
村
桃
江
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
、
小
石 

原
　
一
さ
ん
（
網
野
町
新
庄
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 
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府立網野高等学校出身の井上謙二さんと伊調千春さんが、 
　　　　　　「アテネオリンピック」（８月13日～８月29日）への出場が決まりました 

　
青
森
県
八
戸
市
出
身
の
伊
調
千
春

（
い
ち
ょ
う
ち
は
る
）
さ
ん
は
、
五

歳
で
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
、
地
元
の

中
学
校
を
卒
業
後
、
早
く
か
ら
女
子

レ
ス
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た
網

野
高
等
学
校
へ
進
学
さ
れ
ま
し
た
。 

　
高
校
時
代
に
は
、
全
国
女
子
高
校

生
大
会
で
優
勝
、
全
日
本
女
子
選
手

権
五
十
一
㎏
級
で
優
勝
す
る
等
、
め

き
め
き
と
力
を
つ
け
、
東
洋
大
学
を

経
て
強
豪
の
中
京
女
子
大
学
へ
進
学
。

　
全
日
本
選
手
権
大
会
で
、
平
成
十

四
年
・
五
十
一
㎏
級
、
翌
十
五
年
・

四
十
八
㎏
級
を
制
覇
。
世
界
選
手
権

大
会
・
五
十
一
㎏
級
で
も
、
平
成
十

四
年
に
二
位
、
翌
十
五
年
に
優
勝
と
、

輝
か
し
い
成
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
は
、
中
京
女
子
大
学
三
回
生

で
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
メ

ダ
ル
の
獲
得
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
井
上
謙
二
さ
ん
は
、
網
野
中
学
校

時
代
に
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
、
網
野

高
等
学
校
へ
進
学
。
三
年
生
の
と
き
、

春
の
選
抜
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体

と
高
校
三
冠
を
果
た
し
、
日
本
大
学

に
進
学
。
け
が
に
泣
か
さ
れ
な
が
ら

も
、
四
回
生
の
と
き
に
は
、
日
本
大

学
選
手
権
で
優
勝
、
世
界
学
生
選
手

権
で
三
位
（
と
も
に
五
十
八
㎏
級
）

の
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
学
卒
業
後
、
自
衛
隊
に
入
隊
。

今
年
二
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出

場
枠
が
か
か
っ
た
国
際
大
会
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
」
（
ブ
ル
ガ

リ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
）
で
優
勝
。
四
月

に
行
わ
れ
た
全
日
本
選
抜
選
手
権
で

優
勝
し
、
見
事
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
井
上
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
が
不
景

気
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
自
分
の
が
ん
ば
り
で
少
し
で
も

勇
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
。
目
標
は
、
も
ち
ろ
ん
金

メ
ダ
ル
。
体
調
を
整
え
、
や
る
べ
き

こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

祝　アテネオリンピック　出場決定 祝　アテネオリンピック　出場決定 

祝　アテネパラリンピック   出場決定 祝　アテネパラリンピック　出場決定 

　
網
野
町
の
浜
詰
出
身
の
寒
川
進
（
か
ん
が
わ
す
す
む
）

さ
ん
（
京
都
市
西
京
区
）
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
で

開
か
れ
る
、
障
害
者
の
方
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
最
高
レ

ベ
ル
の
大
会
「
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」

（
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
）
へ
出
場
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
寒
川
さ
ん
は
、
二
十
歳
の
と
き
バ
イ
ク
事
故
で
脊
髄

（
せ
き
ず
い
）
を
損
傷
し
、
車
椅
子
で
の
生
活
と
な
り
、

失
意
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
知
人
の
車
椅
子
駅
伝
で
の

勇
姿
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
走
る
こ
と
を
始
め
ら

れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
最
近
で
は
、
平
成
十
四
年
の
大
分
国
際
車
椅

子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
）
で
総
合

三
位
（
国
内
一
位
）
、
今
年
三
月
の
京
都
シ
テ
ィ
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
（
車
椅
子
の
部
）
で
優
勝
を
飾
る
等
、
数
々

の
大
会
で
上
位
に
入
賞
。
ま
た
、
一
月
に
は
、
二
〇
〇

�
で
ア
テ
ネ
Ａ
標
準
タ
イ
ム
を
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た
。 

　
海
外
大
会
へ
の
出
場
は
、
一
昨
年
の
韓
国
・
釜
山
で

開
か
れ
た
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
有
力
選
手
が

競
う
「
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
大
会
」
（
八
〇
〇
　
で
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
）
に
続
く
も
の
で
、
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
一
〇
〇
�
・
二
〇
〇
�
・
四
〇
〇
�
競
技
に
出

場
さ
れ
ま
す
。 

　
寒
川
さ
ん
は
「
ま
だ
期
間
が
あ
る
の
で
実
感
が
わ
き

ま
せ
ん
が
、
責
任
感

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
で
き
る
こ
と

を
力
一
杯
に
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と

今
の
心
境
を
話
さ
れ

て
い
ま
す
。 

陸上競技 　 寒川　進（かんがわ・すすむ）（かんがわ・すすむ）さん 陸上競技 　 寒川　進（かんがわ・すすむ）さん 

レスリング 
　男子フリースタイル60㎏級 
　　　　　　　井上　謙二さん 

レスリング 
　男子フリースタイル60㎏級 
　　　　　　　井上　謙二さん 

レスリング 
　女子48㎏級 
　　　　　　伊調　千春さん 

レスリング 
　女子48㎏級 
　　　　　　伊調　千春さん 

│ 

│ 

│ 

│ 

│ 



平成１６年６月 広報きょうたんご 

10

　平成12年４月から始まった『介護保険制度』は、サービスの確保、円滑なサービスの提供、サー

ビスに要する費用等を勘案し、市が作成する「介護保険事業計画」に基づいて運営しています。 

 この事業計画は３年ごとに、要介護者数、サービスの利用状況、在宅・施設サービスの基盤整備

状況等の見込みを見直すことになっていますが、平成16年度以降は、合併前の丹後６町の事業計画

をもとに京丹後市の事業計画を策定しています。 

　介護保険の財源は、国や府、市の負

担金と40歳以上の方が納める保険料で

まかなわれています。保険料は、介護

サービス費用の保険給付分や、介護サ

ービスの整備など介護保険事業にかか

る費用に充てられています。保険料は、

介護保険を円滑に運営していくための

大切な財源です。 

　平成15年度から平成17年度の３年間の給付費見込み額は、市全体で約112億7,774万円となり、約20億

2,999万円が第１号被保険者（65歳以上）の負担分となります。これを第１号被保険者の数で割ると

3,220円が月額保険料の基準となります。 

　市では、できる限り保険料が高くならないように、第１期（平成12年度～平成14年度）に合併前の

６町で積み立てた基金を充当し、保険料を合併前と同額の月額2,800円に設定しました。 

保険料額は 保険料額は 

財源は 財源は 

京丹後市の介護保険料京丹後市の介護保険料京丹後市の介護保険料

国 
　25.0％ 

府 
　12.5％ 

市 
　12.5％ 

65歳以上の保険料 
　　　　　18.0％　 

40歳～65歳の保険料 
　　　　　　32.0％ 
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　保険料の納め方には、年金からの天引き（特別徴収）と、口座振替または納付書による納付（普通徴収）

があります。 

　市税等が口座振替で引き落とされていても、本人の振替依頼がないと引き落としができないため、改

めて口座振替依頼書を提出していただくことになります。 

 　　　　　※納付方法や納付金額は、個人によって違う場合がありますので、詳しくは納入通知書（６ 

 

 　特別徴収…老齢・退職年金が年額18万円以上の方は、２カ月ごとの年金定期払いの際にあらかじめ差 

 

 　普通徴収…年度の途中で65歳になられた方や転入された方、老齢・退職年金が年額18万円未満の方等 

　介護保険制度は、公費（税金）と40歳以上の方が納める保険料を財源として運営されています。 

　社会全体で支えあう制度ですから、保険料を納めないでいると滞納していた期間に応じて保険給付

が制限される場合等があります。また、普通徴収保険料の納付義務は、本人だけでなく本人の配偶者

や世帯主も連帯して負うことになっています。 

　  第１段階  

2,800円×12月×0.3 

 

生活保護受給者

および老齢福祉

年金受給者で、

世帯全員が市町

村民税非課税の

方 

     第２段階 

2,800円×12月×0.7 

 

世帯全員が市町

村民税非課税の

方 

     第３段階 

2,800円×12月×1.0 

 

世帯の誰かに

市町村民税が

課税されてい

るが、本人は

市町村民税非

課税の方 

     第４段階 

2,800円×12月×1.25 

 

本人が市町村

民税課税で、

前年の合計所

得金額が200万

円未満の方 

     第５段階 

2,800円×12月×1.5 

 

本人が市町村民

税課税で、前年

の合計所得金額

が200万円以上

500万円未満の

方 

     第６段階 

2,800円×12月×2.0 

 

本人が市町村民

税課税で、前年

の合計所得金額

が500万円以上

の方 

10,000円 23,500円 33,600円 42,000円 50,400円 67,200円 

保険料の納め方は 保険料の納め方は 

あなたは生活保護を受けていますか？ 

市町村民税を納めていますか？ 

昨年の年間所得が 

200万円以上でしたか？ 

昨年の年間所得が 

500万円以上でしたか？ 

世帯の誰かが 

市町村民税を納めていますか？ 

老齢福祉年金を（※） 

受給していますか？ 

※老齢福祉年金とは、明治44年４月１日以前に生まれた方、 

　または大正５年４月１日以前に生まれた方が受けている年金です。 

は　い いいえ いいえ は　い 

いいえ いいえ 

は　い いいえ 

は　い 

いいえ 

は　い 

保険料の決め方は 保険料の決め方は 
 第１号被保険者の保険

料は、本人の年金額に

応じて決まるわけでは

なく、住民票上の世帯

の課税状況や、本人の

所得状況によって６段

階にわかれています。 

は　い 

月中旬に発送予定）をご覧ください。 

し引かれます。 

が対象となります。また、年金受給者であっても現況届の遅延等により一時的に年金受給 
が止まった場合も普通徴収となります。 
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琴引浜への漂着物展示 琴引浜への漂着物展示 

三
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
五
日

ま
で
の
間
、
「
琴
引
浜
鳴
き
砂
文

化
館
」
（
網
野
町
掛
津
・
宇
野
貞

夫
館
長
）
で
、
「
漂
着
物
展
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

鳴
き
砂
で
知
ら
れ
る
琴
引
浜
で

は
、
東
山
高
校
（
京
都
市
）
の
地

学
部
員
が
毎
月
一
、
二
回
合
宿
し

て
漂
着
物
を
調
査
。
今
回
の
展
示

会
は
、
昨
年
春
に
続
き
二
回
目
の

開
催
で
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
昨
年
四
月

か
ら
今
年
三
月
ま
で
に
漂
着
し
た

も
の
が
月
別
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

最
も
多
い
の
は
、
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
で
、
冬
場
は
一
か
月
に
二

百
個
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
計
千
二

百
九
十
五
個
が
日
本
、
中
国
、
韓

国
と
国
別
に
展
示
。
こ
の
ほ
か
、

釣
り
に
使
う
浮
き
や
ル
ア
ー
も
並

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
同
館
事
務

員
の
松
尾
さ
ん
に
よ
る
と
「
最
近

は
、
漂
着
物
と
し
て
医
療
用
の
注

射
器
や
針
が
増
加
し
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
、
平
成
八
年
に
は
年

間
で
九
十
七
本
だ
っ
た
の
が
、
昨

年
は
六
百
二
十
二
本
に
達
し
た
と

の
こ
と
で
す
。 

ライターから注射器まで ライターから注射器まで 

壁一面に展示された注射器。全て琴引浜に漂着したもの 

功労を讃え 
長寿を祝う 
功労を讃え 
長寿を祝う 

久美浜で敬老会 

今年は３,００２人が対象 

「
み
ど
り
の
日
」
の

四
月
二
十
九
日
、
久
美

浜
町
内
の
各
地
区
で
平

成
十
六
年
度
の
敬
老
会
が
、

地
区
区
長
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
敬
老
会
は
、
各

小
学
校
の
体
育
館
等
を

会
場
に
、
七
十
歳
以
上

の
方
を
招
待
し
長
年
の

功
労
を
讃
え
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
度
の

対
象
者
は
三
千
二
人
で
す
。

（
男
千
二
百
三
十
四
人
・

女
千
七
百
六
十
八
人
） 

午
前
中
の
式
典
で
は
、 

市
か
ら
百
歳
以
上
の
方
十
七
人
と

米
寿
の
方
百
五
十
五
人
、
喜
寿
の

方
百
八
十
三
人
に
そ
れ
ぞ
れ
花
瓶

や
木
杯
等
の
お
祝
の
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
（
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
秋
に
お
贈
り
す
る

予
定
で
す
） 

　
ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
下

田
喜
六
会
長
）
か
ら
は
八
十
四
歳

の
方
百
八
人
に
敬
老
座
布
団
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
昼
の
会
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か

ら
は
、
婦
人
会
や
、
芸
達
者
な
有

志
等
に
よ
る
演
芸
や
保
育
所
児
童

等
が
歌
を
披
露
。
ま
た
、
招
待
者

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
等
、
各
地
区
で

趣
向
を
こ
ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
大
喜
び
で
し
た
。 

お祝の品が地区区長会長から贈られました 

（一区敬老会・久美浜小学校体育館） 

楽
し
い
演
芸
に
大
喜
び 

（
二
区
敬
老
会
・
久
美
浜
公
会
堂
） 

　
温
暖
化
や
酸
性
雨
等
に
よ
る
地
球
規
模

の
環
境
変
化
や
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
乱

開
発
等
に
よ
り
環
境
破
壊
が
進
む
中
、
自

然
保
護
を
目
的
に
、
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
・
き
の
こ
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
現
地

観
察
会
」
を
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を

守
る
会
」
（
会
長
　
田
中
功
さ
ん
・
大
宮

町
善
王
寺
・
会
員
七
十
四
人
）
と
「
丹
後

き
の
こ
ク
ラ
ブ
」
（
会
長
　
田
中
正
博
さ
ん
・

大
宮
町
周
枳
・
会
員
約
四
十
人
）
、
教
育

委
員
会
の
共
催
で
四
月
二
十
五
日
に
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮
町
口
大
野
）
で

開
き
ま
し
た
。 

　
「
き
の
こ
パ
ネ
ル
展
」
は
、
山
の
環
境

が
変
わ
り
昔
に
比
べ
、
「
き
の
こ
」
の
数

が
急
激
に
減
っ
た
現
状
を
子
ど
も
た
ち
等

に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
定
期
的
に
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
会
員
の
方
が
撮
ら
れ

た
丹
後
地
域
に
生
息
す
る
「
ニ
ン
ギ
ョ
タ
ケ
」

（
丹
後
地
域
で
は
チ
ョ
ロ
ケ
ン
と
も
い
う
）

や
「
タ
マ
ゴ
タ
ケ
」
、
「
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
」

等
、
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
「
き
の
こ
」

と
そ
う
で
な
い
も
の
に
わ
け
た
写
真
や
、

冬
虫
夏
草
（
昆
虫
類
や
ク
モ
類
等
か
ら
養

分
を
得
て
寄
生
生
活
を
し
、
体
内
で
菌
糸

の
固
ま
り
で
あ
る
菌
核
を
つ
く
り
、
や
が

て
虫
の
体
を
突
き
破
っ
て
き
の
こ
を
生
じ
る
）

の
標
本
、
資
料
等
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
パ
ネ

ル
展
示
お
よ
び
現
地
観
察
会
」
で
は
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
専
門
に
撮
影
さ
れ
て
い

る
沼
田
研
児
さ
ん
（
埼
玉
県
在
住
）
が
撮

ら
れ
た
全
国
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
パ
ネ

ル
展
示
の
ほ
か
、
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
産
卵
シ
ー
ン
の
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
も

上
映
さ
れ
、
来
場
者
は
会
員
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
両
生
類
の

一
種
で
、
全
長
十
一
〜
十
二
㌢
。
暗
褐
色

の
背
中
に
ヒ
ダ
、
灰
青
色
の
腹
に
水
色
の

斑
点
、
ま
た
前
足
に
指
が
四
本
、
後
ろ
足

が
五
本
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。 

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
大
宮
町

善
王
寺
で
初
め
て
発
見
さ
れ
、
日
本
産
の

小
型
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
類
の
中
で
、
も
っ

と
も
分
布
域
が
狭
く
、
丹
後
地
域
の
ほ
か
、

兵
庫
県
の
但
馬
地
域
、
福
井
県
の
嶺
南
地

域
の
極
め
て
狭
い
地
域
に
し
か
生
息
し
て

い
ま
せ
ん
。 

　
環
境
省
の
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」

に
お
い
て
、
両
生
類
で
唯
一
「
国
内
希
少

野
生
動
植
物
種
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 
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自
然
保
護
を
訴
え

自
然
保
護
を
訴
え 

自
然
保
護
を
訴
え 

き
の
こ
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
現
地
観
察
会

き
の
こ
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
現
地
観
察
会 

き
の
こ
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
現
地
観
察
会 

ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・

ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・ 

ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・ 

　
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
と
な
っ
た
五
月
五
日
、

金
峰
神
社
（
峰
山
町
吉
原
）
の
み
こ
し
渡

御
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
境
内
で
の
神
事
に
続
き
、
午
前
八
時
か

ら
そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ
峰
山
西

地
区
の
有
志
の
み
な
さ
ん
約
八
十
人
に
よ

っ
て
担
が
れ
た
、
き
ら
び
や
か
な
「
み
こ
し
」

が
約
八
時
間
を
か
け
て
町
内
を
巡
行
。 

　
先
導
の
「
お
み
こ
っ
さ
ん
だ
」
の
か
け

声
に
合
わ
せ
「
ワ
ー
ッ
シ
ョ
イ
」
と
威
勢

の
い
い
声
が
響
き
わ
た
り
、
沿
道
で
は
カ

メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
盛
ん
に
き
ら
れ
る
等
、

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

勇
壮
に

勇
壮
に 
勇
壮
に 

み
こ
し
練
る

み
こ
し
練
る 
み
こ
し
練
る 

提供：アベサンショウウオを守る会 
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清
流
清
流 

清
流
清
流 
稚
ア
ユ
を
放
流

稚
ア
ユ
を
放
流 
稚
ア
ユ
を
放
流

稚
ア
ユ
を
放
流 

　
野
間
小
学
校
の
児
童
十
五
人
と

野
間
漁
業
協
同
組
合
に
よ
り
五
月

七
日
、
野
間
川
で
稚
ア
ユ
の
放
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
放
流
の
仕
方

を
組
合
員
の
方
に
教
わ
り
、
バ
ケ

ツ
に
わ
け
ら
れ
た
ア
ユ
に
「
早
く

大
き
く
な
っ
て
ね
。
バ
イ
バ
イ
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
水
に
慣
れ
さ
せ
て
放
流
。
水
面

を
揺
ら
す
元
気
の
い
い
ア
ユ
の
姿

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
放
流
は
、
毎
年
春
に
二
回
に
わ

け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
日
は
、
約
六
㎝
に
成
長
し
た
ア

ユ
の
稚
魚
百
五
十
㎏
（
約
一
万
三

千
匹
）
を
放
流
。 

　
野
間
漁
業
協
同
組
合
長
の
吉
岡

哲
男
さ
ん
は
「
近
頃
は
、
ア
ユ
の

そ
上
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

十
か
所
に
分
散
し
て
放
流
す
る
等

の
工
夫
を
し
、
野
間
川
を
ア
ユ
で

い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
五
月
十
二
日
に
は
、
宇
川
で
も

上
宇
川
保
育
所
児
童
十
八
人
と
上

宇
川
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
稚
ア

ユ
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
稚

ア
ユ
の
放
流
は
、
川
の
資
源
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の

日
は
、
約
八
㎝
に
成
長
し
た
ア
ユ

の
稚
魚
二
百
五
十
㎏
（
約
四
万
匹
）

が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
さ
な
バ
ケ
ツ
に
わ
け
ら
れ
た

ア
ユ
を
手
渡
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

漁
協
組
合
員
の
方
の
合
図
で
一
斉

に
放
流
。
川
の
中
を
泳
ぎ
ま
わ
る

ア
ユ
に
、
大
き
な
声
を
上
げ
喜
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
上
宇
川
漁
業
協
同
組
合
長
の
岡

田
龍
平
さ
ん
は
「
最
近
は
そ
上
し

て
く
る
ア
ユ
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
昨
年
は
約
二
十
万
匹
で

し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
ア
ユ
が

帰
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
二
つ
の
川
で
放
流
さ
れ
た
ア
ユ
は
、

六
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
そ
上
し
は
じ

め
ま
す
。
な
お
、
ア
ユ
釣
り
の
解

禁
は
、
野
間
川
が
七
月
四
日
、
宇

川
が
六
月
二
十
七
日
で
す
。 

　
峰
山
町
の
長
岡
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
長
岡
緑
の

少
年
団
」
（
団
員
二
十
人
）
が
、
四
月
二
十
四
日
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ン
（
峰
山
町
新
町
）
で
緑
化
募
金
活

動
を
行
い
、
「
み
ど
り
」
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
「
長
岡
緑
の
少
年
団
」
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

森
林
や
緑
の
学
習
を
通
し
て
、
自
然
や
社
会
を
愛
す
る
心
豊

か
な
人
に
育
っ
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
二
年
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
少
年
団
は
、
一
年
を
通
じ
緑
化
推
進
活
動
や
環
境
美

化
活
動
等
に
取
り
組
み
、
毎
年
「
み
ど
り
の
日
」
（
四
月
二

十
九
日
）
は
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
国
内
や
海
外
で
の

森
林
づ
く
り
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
、

限
り
な
い
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
森
林
を
守
り
育

て
る
た
め
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

お
そ
ろ
い
の
帽
子
と
ス
カ
ー
フ
姿

で
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た 

みどりを大切に みどりを大切に 

野
間
川

野
間
川 

野
間
川

野
間
川 

宇
　
川

宇
　
川 

宇
　
川

宇
　
川 
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食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
が
発
足

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
が
発
足 

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
が
発
足 

食
の
分
野
か
ら
市
民
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

食
の
分
野
か
ら
市
民
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

会　　　長 

副　会　長 

会　　　計 

峰山支部長 

大宮支部長 

網野支部長 

丹後支部長 

弥栄支部長 

久美浜支部長 

足立　宏子 

梅田　重子 

川戸千佐子 

池田　治美 

由村　愛子 

沖佐々木明美 

坪倉　隆枝 

田口てる子 

吉谷　智子 

峰山町安 

弥栄町溝谷 

丹後町乗原 

峰山町新町 

大宮町延利 

網野町掛津 

丹後町間人 

弥栄町黒部 

久美浜町島 

役員のみなさん （敬称略） 

　
食
生
活
は
、
便
利
で
豊
か
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

　
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
等
の

生
活
習
慣
病
の
増
加
や
、
子
ど
も

の
食
に
か
か
わ
っ
て
の
「
心
の
健
康
」

へ
の
影
響
等
、
毎
日
の
食
生
活
の

重
要
性
が
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
正
し
い
食
生
活
は
、
毎
日
を
健

康
に
過
ご
し
て
い
く
う
え
で
の
基

本
で
す
。 

　
食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ

ん
は
、
保
健
所
や
市
町
村
等
が
行

う
「
推
進
員
養
成
講
座
」
を
修
了

し
た
方
で
構
成
さ
れ
、
「
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
地

域
住
民
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
に
対
し
て
、
食
の
分
野
か
ら

応
援
す
る
「
食
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

　
推
進
員
の
み
な
さ
ん
は
、

丹
後
六
町
が
合
併
す
る
前
、

各
町
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

京
丹
後
市
の
誕
生
に
伴

い
一
つ
と
な
り
、
こ
の

た
び
「
京
丹
後
市
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
」

と
し
て
新
た
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。 

　
五
月
十
日
に
、
峰
山
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た

「
設
立
総
会
」
で
は
、
会
長
に
足

立
宏
子
さ
ん
（
峰
山
町
安
）
、
副

会
長
に
梅
田
重
子
さ
ん
（
弥
栄
町

溝
谷
）
、
会
計
に
川
戸
千
佐
子
さ

ん
（
丹
後
町
乗
原
）
、
ま
た
各
支

部
長
の
役
員
が
選
出
さ
れ
る
と
と

も
に
、
事
業
計
画
や
予
算
等
を
確

認
。 

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち

の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、
よ
り
一

層
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
推
進

し
、
生
活
習
慣
病
等
を
予
防
す
る

こ
と
に
よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
努
め
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、

三
百
七
十
九
人
の
会
員
で
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

会長　足立宏子さん 

副会長　梅田重子さん 会計　川戸千佐子さん 

　
市
の
事
業
や
、
地
域
で
の
料
理

教
室
等
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、

少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
会
員
一
同
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。 

　
お
揃
い
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
、

食
生
活
の
改
善
を
呼
び
か
け
て
い

る
姿
を
見
か
け
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

京
丹
後
市

京
丹
後
市 

京
丹
後
市 

　
私
た
ち
の
健
康
は 

　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
の
手
で 
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愛好者が一堂に集い　腕を競う 愛好者が一堂に集い　腕を競う 
ラ・ノールカップ 
（たんごペタンク大会） 

京
都
市
か
ら
参
加
の 

　
京
都
府
ペ
タ
ン
ク
協
会 

　
　
理
事
長
　
角
田
俊
彦
さ
ん 

　
北
部
地
域
は
、
ペ
タ
ン
ク
愛

好
者
が
多
く
、
ま
た
こ
の
大
会
は
、

若
い
方
の
参
加
も
あ
り
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

　
協
会
と
し
て
も
、
講
習
会
等

を
積
極
的
に
開
催
し
、
子
ど
も

さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
気

軽
に
交
流
で
き
る
ペ
タ
ン
ク
の

普
及
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
日
差
し
ま
ぶ
し
い
四
月
二
十
五
日
、
途
中

ヶ
丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
峰
山
町
長
岡
）
で
「
ラ
・

ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
（
た
ん
ご
ペ
タ
ン
ク
大
会
）
」

が
開
か
れ
、
愛
好
者
が
自
慢
の
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。 

　
ペ
タ
ン
ク
は
、
六
〜
十
㍍
先
の
目
標
（
ビ

ュ
ッ
ト
）
に
向
か
っ
て
、
鉄
球
（
六
五
〇
〜

八
〇
〇
㌘
）
を
投
げ
、
近
く
に
止
め
た
方
が

勝
ち
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ビ
ー
玉

遊
び
の
よ
う
な
、
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
ス

ポ
ー
ツ
で
、
年
齢
や
体
力
に
関
係
な
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
年
々
愛
好
者
が
増
え
て
い

ま
す
。 

　
本
大
会
は
、
ペ
タ
ン
ク
の
普
及
と
振
興
を

図
ろ
う
と
「
た
ん
ご
ペ
タ
ン
ク
同
好
会
」
（
会

長
・
矢
野
千
枝
子
さ
ん
・
峰
山
町
杉
谷
）
の

主
催
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
七
回
目
。 

　
今
大
会
に
は
、
市
内
の
チ
ー
ム
の
ほ
か
、

京
都
市
や
福
知
山
市
等
か
ら
三
十
二
チ
ー
ム

が
参
加
。
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
の
リ
ー

グ
戦
の
後
、
順
位
ご
と
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
一
投
ご
と
に
形

勢
が
逆
転
す
る
ス
リ
ル
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
に

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

一
位
グ
ル
ー
プ 

　
優
　
勝
　
ア
イ
リ
ス
春
日
（
京
都
市
） 

　
　
　
　
　
　
深
貝
　
千
草
・
丸
尾
　
勝
美 

　
準
優
勝
　
福
知
山
ノ
ア
ノ
ア
（
福
知
山
市
） 

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
宗
一
・
佐
柄
木
悦
子 

　
第
三
位
　
福
知
山
北
斗
（
福
知
山
市
） 

　
　
　
　
　
　
伊
豆
　
良
一
・
三
代
　
明
子 

二
位
グ
ル
ー
プ 

　
優
　
勝
　
オ
リ
オ
ン
春
日
（
京
都
市
） 

　
　
　
　
　
　
角
田
　
俊
彦
・
森
野
　
浩
司 

三
位
グ
ル
ー
プ 

　
優
　
勝
　
か
す
み
草
（
京
丹
後
市
） 

　
　
　
　
　
　
山
口
　
光
代
・
鈴
木
　
信
子 

四
位
グ
ル
ー
プ 

　
優
　
勝
　
京
だ
ん
ご
（
京
丹
後
市
） 

　
　
　
　
　
　
谷
口
　
京
子
・
尾
畑
　
与
一 

が
ら
く
た
幟
（
の
ぼ
り
） 

　
新
婚
さ
ん
の
幸
せ
を
願
い
、
五
月
四
日
に
大
宮
町

三
重
地
区
で
「
幟
（
の
ぼ
り
）
立
て
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
「
幟
立
て
」
と
は
、
百
年
ほ
ど
前
か
ら
三
重
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
、
前
年
の
五
月
五
日
か
ら
こ

の
日
ま
で
に
結
ば
れ
た
新
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
と
と

も
に
、
子
宝
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
午
後
八
時
過
ぎ
、
昨
年
六
月
に
結
婚
さ

れ
た
安
井
正
明
さ
ん
・
久
仁
子
さ
ん
ご
夫
婦
の
お
宅

に
、
地
区
の
男
性
約
十
五
人
が
集
合
。
屋
根
を
越
す

約
二
十
㍍
の
柱
に
、
壊
れ
た
自
転
車
や
一
輪
車
、
傘
、

ひ
し
ゃ
く
等
の
が
ら
く
た
が
、
約
二
時
間
が
か
り
で

く
く
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
家
主
は
、
当
日
の
夜
は
外
に
で
る
こ
と
が
許
さ
れ

ず
、
翌
朝
に
庭
に
出
て
そ
の
様
子
に
驚
き
、
そ
の
後
、

夫
婦
で
「
が
ら
く
た
」
を
、
一
軒
ず
つ
返
し
て
ま
わ

り
、
地
域
の
方
と
笑
顔
で
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 
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�統合契約書に調印 

　
四
月
一
日
に
六
町
が
合
併
し
て
、

京
丹
後
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
各
町
に
は
、
国
・
府
・
町
が
指

定
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
が
、

あ
わ
せ
て
百
五
十
件
余
り
存
在
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
指
定
さ
れ

て
い
な
い
文
化
財
も
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
京
丹

後
市
に
お
い
て
先
人
が
残
し
て
き

た
か
け
が
え
の
な
い
遺
産
で
あ
り
、

一
度
失
う
と
二
度
と
元
に
は
戻
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
か
ら
、
京
丹
後
市
の
多
く

の
文
化
財
の
中
で
、
国
の
指
定
と

な
っ
て
い
る
重
要
文
化
財
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

　
縁
城
寺
（
峰
山
町
橋
木
）
は
、

言
い
伝
え
を
記
し
た
縁
起
に
よ
る

と
、
養
老
元
年
（
七
一
七
年
）
に

遠
く
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
や
っ
て

き
た
善
無
畏
三
蔵
（
ぜ
ん
む
い
さ

ん
ぞ
う
）
と
い
う
お
坊
さ
ん
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古

い
お
寺
で
す
。
現
在
残
っ
て
い
る

お
堂
は
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
が
、
中
に
安
置
さ
れ

て
い
る
仏
像
に
は
平
安
時
代
の
も

の
が
あ
り
、
お
寺
の
古
さ
を
も
の

が
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
宝
篋
印
塔
と
は
、
中
国
で
「
宝

篋
印
陀
羅
尼
経
（
ほ
う
き
ょ
う
い

ん
だ
ら
に
き
ょ
う
）
」
と
い
う
お

経
を
納
め
る
塔
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
が
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
平
安
時
代
の
終
わ
り

ご
ろ
（
約
九
百
年
前
）
か
ら
つ
く

ら
れ
始
め
ま
し
た
。 

　
縁
城
寺
の
境
内
に
あ
る
宝
篋
印

塔
は
、
石
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

高
さ
約
三
㍍
の
立
派
な
も
の
で
す
。

こ
の
宝
篋
印
塔
の
受
台
（
う
け
だ

い
）
に
は
、
現
在
は
す
り
減
っ
て

読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

正
平
六
年
（
一
三
五
一
年
・
約
六

百
五
十
年
前
）
に
、
縁
城
寺
を
開

い
た
善
無
畏
三
蔵
の
供
養
の
た
め

に
、
行
秀
と
い
う
お
坊
さ
ん
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
内
容
の

銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
丹
後
地
域

に
お
い
て
、
非
常
に
優
れ
た
も
の

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
三
十

年
（
一
九
六
五
年
）
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

縁
城
寺
（
え
ん
じ
ょ
う
じ
） 

　
宝
篋
印
塔 

　
　
　
（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
） 

縁城寺宝篋印塔（写真提供：縁城寺） 

　
本
年
十
月
一
日
の
統
合
に
向
け
、

「
丹
後
中
央
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」
と
「
竹
野
郡
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
が
、
五

月
十
二
日
に
吉
翠
苑
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
「
統
合
契
約
書
調
印
式
」
を
開
き
、

契
約
書
に
署
名
、
押
印
し
ま
し
た
。 

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

一
行
政
区
に
一
セ
ン
タ
ー
が
基
本

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
十
四
年
八
月
に

一
回
目
の
「
統
合
調
整
協
議
会
」

を
開
催
。
こ
れ
ま
で
五
回
の
協
議

会
に
お
い
て
、
「
名
称
・
社
団
法

人
京
丹
後
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
、
「
統
合
の
期
日
・
平
成

十
六
年
十
月
一
日
」
、
「
事
務
所
・

市
役
所
弥
栄
庁
舎
内
（
連
絡
事
務

所
を
久
美
浜
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
置
く
）
」
等
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
。 

　
調
印
式
で
は
、
丹
後
中
央
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
野
村

弘
和
理
事
長
と
竹
野
郡
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
坪
倉
正
一

理
事
長
職
務
代
理
者
が
「
統
合
契

約
書
」
に
署
名
・
押
印
。
ま
た
、

中
村
彰
丹
後
広
域
振
興
局
長
や
亀

田
壽
京
都
府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
長
等
が
立
会
人
と
し

て
署
名
を
行
い
ま
し
た
。 

　
野
村
理
事
長
は
「
統
合
に
向
け
、

さ
ら
に
細
か
な
調
整
を
行
い
、
万

全
の
体
制
を
整
え
て
、
地
域
に
密

着
し
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 調印を終え、堅い握手をかわす 

丹後中央広域シルバー人材センター　 
　　　　　　　野村　弘和理事長（左） 
竹野郡広域シルバー人材センター 
　　　　　　　坪倉　正一理事長職務代理者 
 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
一

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
一 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
一

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
一 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
一

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
一 

�丹後中央広域シルバー人材センター 
�竹野郡広域シルバー人材センター 
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気軽に楽しめる　ゲートボール 気軽に楽しめる　ゲートボール 
いつでも　どこでも　誰とでも いつでも　どこでも　誰とでも 

　ゲートボールは、フランスではじめられ、17世紀ごろにイギリスに伝わった打球戯をヒントに、昭和

22年に北海道の方が考案された競技です。 

　この丹後地域でも盛んに取り組まれ、町のあちらこちらで、ボールを打つ小気味いい音が響いています。 

　市内には、天候に関係なく利用できるように整備された屋根付きの施設が四か所あります。ぜひ体力の

維持や仲間づくりにご利用ください。 

午　前 
（８：30～12：30） 

午　後 
（13：00～17：00） 

夜　間 
（17：30～21：30） 

使用区分 

1 ,000円 1 ,000円 1 ,000円 

1 ,500円 1 ,500円 1 ,500円 
照明料 実費（１コート 250円/60分） 

コート１面 

冬期コート１面 

午　前 
（８：30～12：00） 

午　後 
（13：00～17：00） 

夜　間 
（18：00～22：00） 

使用区分 

400円 400円 1 ,500円 コート１面 

１時間 使用区分 

100円 
500円 

屋外コート１面 

屋根付きコート１面 

半　日 
（８：30～12：00）（13：00～17：00） 

夜　間 
（18：00～22：00） 

全　日 
（８：30～17：00） 使用区分 

1 ,000円 1 ,800円 2 ,000円 

1 ,500円 2 ,300円 3 ,000円 

2 ,000円 3 ,600円 4 ,000円 
2 ,500円 
１チーム分 700円 

4 ,100円 5 ,000円 

市内利用者コート１面 

市外利用者コート１面 
市内利用者冬期コート１面 

市外利用者冬期コート１面 

ゲートボール用具使用料 

いさなごコート（峰山町五箇） 

ふれあいスポーツ広場（屋根付きゲートボール場）（大宮町三坂） 

弥栄町総合運動公園ゲートボール場（弥栄町木橋） 

久美浜中央運動公園ゲートボールコート（久美浜町永留） 

◆申し込み： 
　久美浜教育分室（☎69-0666） 

◆申し込み：弥栄教育分室（☎69-0665） 
※予約・申請は、前月の１日から３日前まで 
※屋根付きコート２面・屋外コート１面（屋
　外コートは右記利用料の半額） 
※市外利用者は、利用料の２倍 

◆申し込み：大宮ふれあい工房（☎64-5558） 
※予約・申請は、前月の１日～３日前まで。ただし、冬期利用期間は、利用調整会議
　を設けます 
※夜間以外に照明を利用される場合は、１時間150円 
※冬期は、12月１日～３月31日 
※休館日：毎週水曜日（祝日の場合はその翌日）・８/14～８/16・12/29～１/3

◆申し込み：林業総合センター「ウッディいさなご」（☎62-5970） 
※利用月の前月に利用調整会議（「ウッディいさなご」・第１水曜日午後３時から）を設けます 
※冬期は、12月１日～３月31日 
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大
気
環
境
の
大
切
さ
を
考
え
交
流
を
図
る

『
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」
全
国
大

会
』
の
京
丹
後
市
で
の
開
催
に
向
け
、
四
月

三
十
日
に
同
大
会
「
京
丹
後
市
実
行
委
員
会
」

の
設
立
総
会
を
市
役
所
で
開
き
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
北
九
州
市

で
開
か
れ
た
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街

サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
空
を

活
か
し
、
空
を
楽
し
む
宣
言
」
の
趣
旨
か
ら
、

郷
土
の
環
境
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
の
推

進
と
大
気
環
境
保
全
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
環
境
省
と
都
道
府
県
、
ま
た
平
成

元
年
に
結
成
さ
れ
た
「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ

ら
の
街
」
連
絡
協
議
会
（
平
成
十
五
年
八
月

現
在
で
三
百
五
十
四
の
自
治
体
が
参
加
）
の

主
催
に
よ
り
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
設
立
総
会
に
は
、
各
町
商
工
会
や
観
光
協

会
、
警
察
署
、
丹
後
広
域
振
興
局
、
市
役
所

の
関
係
部
局
職
員
等
が
出
席
。
役
員
の
選
出

や
事
業
計
画
、
予
算
等
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
協
力
と
連
携
を
密
に
し
、
実
り
多
い
大

会
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
十
六
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
京
丹
後
市

誕
生
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
環

境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ひ
と
、
み
ず
、
み
ど

り
、
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち

京
丹
後
市
」
を
広
く
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
、
八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
。 

　
『
「
光
る
風
」
に
い
だ
か
れ
て
』
を
大
会

テ
ー
マ
に
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
京
都
府
丹

後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
は
、
式
典

や
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

等
を
、
ま
た
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
で
は
、
歓

迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
「
風
人
祭
（
ふ

う
じ
ん
さ
い
）
」
と
題
し
た
環
境
関
連
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
今
後
、
関
係
団
体
等
と
協
議
を
す
す
め
、

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
広
報
紙
等
で
ご
案

内
し
て
い
き
ま
す
。 

大会テーマ 

「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」
全
国
大
会
の
開
催
に
向
け 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
が
発
足 

「光る風」にいだかれて 「光る風」にいだかれて 

 

大
宮
図
書
室
は
、
大
宮
庁
舎
横
の
「
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
」
の
一
階
に
あ
り
ま

す
。 

 

二
万
一
千
冊
あ
ま
り
の
本
と
十
一
種
類

の
雑
誌
を
所
蔵
し
、
入
口
近
く
に
は
新
刊

本
と
季
節
の
絵
本
を
並
べ
て
い
ま
す
。
窓

際
に
は
「
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
、
四

千
百
冊
の
絵
本
が
子
ど
も
た
ち
を
待
っ
て

い
ま
す
。
大
型
絵
本
も
二
十
四
冊
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
会
の
行
事
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
大
宮
町
で
初
め
て
の
名
誉
町
民

で
あ
る
谷
口
謙
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た
詩
集
・

随
筆
集
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
健
康
関
連
本
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
一
般･

児
童
書
あ
わ

せ
て
六
百
冊
の
本
を
病
名
ご
と
に
並
べ
て
、

「
わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
図
書

室
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

 

峰
山
図
書
館
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
開

館
し
た
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
図
書

館
で
す
。
　
　
　
　 

 

蔵
書
数
は
四
万
九
千
冊
、
歴
史
関
係
や

郷
土
資
料
等
、
貴
重
な
資
料
も
多
く
所
蔵

し
て
い
る
ほ
か
、
読
み
物
、
児
童
書
、
趣

味
の
本
、
生
活
に
役
立
つ
本
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
本
以
外
で
は
、
名
作
を
プ
ロ

の
朗
読
で
聴
く
「
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」
、

子
ど
も
向
け
の
七
百
二
十
五
組
あ
る
紙
芝

居
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
お
家

で
も
紙
芝
居
劇
場
は
い
か
が
で
す
か
。 

 

図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
に
本
を
返

す
「
返
却
ポ
ス
ト
」
は
、
こ
の
六
月
か
ら

一
階
入
口
に
移
動
し
、
ち
ょ
っ
と
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
図
書
館
を
利
用
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
方
も
お
気
軽
に
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。 

０～２歳向き読み聞かせ「えほんのじかん」 

　　　　　　　　毎週金曜日午前10時30分～ 

図
書
館
・
図
書
室
の
ご
案
内

図
書
館
・
図
書
室
の
ご
案
内
　
　 

図
書
館
・
図
書
室
の
ご
案
内

図
書
館
・
図
書
室
の
ご
案
内
　
　
　
　 

図
書
館
・
図
書
室
の
ご
案
内
　
　 

峰山図書館 大宮図書室 
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〒627-8567　京都府京丹後市峰山町杉谷889 
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ホームページ  http://www.city.kyotango.kyoto.jp 

E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

人口のうごき 

男　　　31,729人 

女　　　34,073人 

計　　　65,802人 

世帯数　21,468

（4月30日現在） 

京
丹
後
の
味
わ
い

京
丹
後
の
味
わ
い 

京
丹
後
の
味
わ
い 

四
季
い
ろ
い
ろ

四
季
い
ろ
い
ろ 

四
季
い
ろ
い
ろ 

丹後名所せんべい 一夜干し 
丹後町の特産品 弥栄町の特産品 

　
五
月
四
日
に
は
、
日
吉
神
社
（
大
宮
町

谷
内
）
で
地
区
の
伝
統
行
事
「
山
王
尊
の

奉
納
相
撲
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
七
時
三
十
分
、
か
が
り
火
に
照
ら

さ
れ
た
境
内
に
小
・
中
学
生
約
三
十
人
が

集
合
。
肌
寒
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気

い
っ
ぱ
い
に
、
多
く
の
見
物
人
が
見
守
る
中
、

勢
い
余
っ
て
土
俵
か
ら
転
げ
落
ち
る
等
、

は
だ
し
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
取
り
組
み
を
終
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

保
護
者
の
方
が
つ
く
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ほ

お
ば
る
等
、
連
休
の
一
日
を
存
分
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
日
と
な
っ
た
五

月
五
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
、
朝
日
神
社
（
網
野

町
浅
茂
川
）
で
恒
例
の
例
祭
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
午
前
の
「
子
ど
も
み
こ
し
」
の
巡
行
に
続
き
、

午
後
か
ら
の
「
子
ど
も
相
撲
」
に
は
地
域
の
幼
稚

園
児
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
の
約
四
十
人
が
参
加
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
等
か
ら
一
番
ご
と
に

大
き
な
声
援
を
受
け
、
豪
快
な
投
げ
技
が
飛
び
出

す
等
、
額
に
汗
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

元気いっぱい 元気いっぱい 
はっけよい 
はっけよい 

子ども相撲 子ども相撲 

　
丹
後
町
の
街
を
歩
く
と
、ス
ル
メ
イ
カ
や
魚
等
を
天
日
干
し
に

す
る「
一
夜
干
し
」の
風
景
を
見
か
け
ま
す
。 

　
ス
ル
メ
イ
カ
は
、あ
ぶ
り
焼
き
に
し
て
、そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
十

分
お
い
し
い
で
す
が
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
等
を
つ
け
て
食
べ
る
と
一
層
お
い

し
く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、ハ
タ
ハ
タ
は『
ほ
ろ
ほ
ろ
っ
』

と
し
た
食
感
が
食
べ
や
す
く
、骨

ご
と
食
べ
れ
ば
、カ
ル
シ
ウ
ム
も
補

え
ま
す
。 

　
自
然
の
風
味
た
っ
ぷ
り
の
一
夜

干
し
を
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

　
丹
後
名
所
せ
ん
べ
い
は
、町
の
新
鮮
な
卵
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

お
菓
子
で
す
。パ
リ
ッ
と
口
に
す
れ
ば
、せ
ん
べ
い
の
甘
み
が
口
い
っ
ぱ

い
広
が
り
ま
す
。
表
面
に
は
、弥
栄
町
の
森
林
公
園
ス
イ
ス
村
は

も
ち
ろ
ん
、天
の
橋
立
、経
ヶ
岬
灯
台
、伊
根
町
の
船
屋
等
、丹
後

地
方
十
二
か
所
の
名
所
の
絵
柄

が
焼
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

包
装
紙
が
丹
後
半
島
の
名
所

地
図
に
な
っ
て
い
る
の
も
お
も
し

ろ
い
で
す
。 

　
か
わ
い
い
絵
柄
入
り
せ
ん
べ
い

を
味
わ
い
な
が
ら
名
所
め
ぐ
り

も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
せ
先
・
観
光
振
興
課（
☎
六
九
‐
〇
四
五
〇
） 


